
緒 言

同種造血幹細胞移植における移植後リンパ増殖性疾

患１）（post-transplant lymphoproliferative disorders, PTLD）

は比較的稀な合併症であり，病型によって経過や治療反

応性・予後も様々である．今回我々は，臍帯血移植後に

急性呼吸不全によって死亡した急性リンパ性白血病患者

の剖検所見から，びまん性肺胞出血に加えて肺に限局し

た PTLD が確認された症例を経験したので報告する．

症 例

患 者：４８歳，男性．

主 訴：呼吸困難感．

既往歴：特記事項なし．

家族歴：父：肺癌．母：大腸癌．

現病歴：２０１１年７月，Philadelphia 染色体陽性急性リ

ンパ性白血病に対し，第一寛解期での臍帯血移植を施行

した．輸注臍帯血の HLA 適合度はアリル２座不一致，

輸注 CD３４陽性細胞数は１．５８×１０５／kg であった．移植

前処置は cyclophosphamide（１２０mg）+ total body irradia-

tion（１２Gy）を用い，移植片対宿主病（graft-versus-host

disease, GVHD）予 防 は tacrolimus＋短 期 methotrexate

（MTX）で行った．Day２５に生着が得られ，day７９に退院

した．Grade Ⅱの急性 GVHD（皮膚のみ）が出現したが

ステロイド外用で軽快した．慢性 GVHD は出現せず，

免疫抑制剤は day１４５に中止した．Day１９６の骨髄検査で

は寛解が維持されていた．Day２４５から呼吸困難・発熱

が出現し，肺炎が疑われて day２５７に再入院となった．

入院時現症：身長１８０．３cm，体重６０．０kg，体温３８．５℃，

血圧１０７／７４mmHg，脈拍１１５／min・整，SpO２９１％（O２４l

／分マスク投与），意識清明，胸部で fine crackle を聴取，

心音は純，腹部は平坦軟，肝脾腫なし，圧痛なし，四肢
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要 旨：症例は４８歳，男性．Philadelphia 染色体陽性急性リンパ性白血病の第一寛解期に臍帯血移植

を行い，移植後の経過は良好で免疫抑制剤中止後も寛解を維持していたが，day２４５から呼吸器症状を

みとめ，ニューモシスチス肺炎などの感染症・移植後器質化肺炎を考え，各種抗菌薬・副腎皮質ステ

ロイドを使用したが改善なく，呼吸不全でday２８６に死亡した．病理解剖を行い，死因はびまん性肺胞出血と考

えられたが，同時に両肺に移植後リンパ増殖性疾患（post-transplant lymphoproliferative disorders:PTLD）

の病変をみとめた．また他の部位には PTLD の病変はみられなかった．肺のみに病変が限局する PTLD

は稀と考えられ，今後の症例の蓄積が必要と考えられる．

Key words: 移植後リンパ増殖性疾患（post-transplant lymphoproliferative disorders），臍帯血移植（cord blood trans-

plantation），肺病変（lung lesion）
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